
1 

記事案内 

2016年11月1日発行 No.48 2016年 秋号 

東京：03-3354-4841  仙台：022-796-8724 

名古屋：052-218-9251 大阪：06-6365-5692 

広島：082-568-7444  福岡：092-741-3138  

六甲山研修センター：078-891-1041 

発行：公益財団法人国際労務管理財団（I.P.M.） http://www.ipm.or.jp/ 

東京本部 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-26-6 新宿加藤ビルディング7F 

TEL：03-3354-4841(代) FAX：03-3354-4847 

 当財団では、４月に自動車整備職種が追加されたことから、ベ

トナムの自動車整備業の現状を把握するために、調査団を派遣し

ましたので、一部ご報告いたします。詳細をご覧になりたい方

は、報告書がありますので担当職員までお申し付けください。 

 

 日程 ： ２０１６年９月６日（火） ～ １０日（土） 

 訪問地： ベトナム社会主義共和国ハノイ市 

 スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     [１日目] 

 全員が現地で集合。 

 日程説明や参加者による自己紹介等行う。 

 

[２日目] 

・ＪＥＴＲＯハノイ事務所 

 

  ベトナムの一般経済概況や日系企業進出状況に 

 ついてレクチャーを受ける。近年のJETROに寄せら 

 れる相談は、非製造（特にサービス業、ソフトウェ 

 ア開発業）の進出、技能実習生の派遣など人材の確 

 保を求めるものが増加しているとのことであった。 

ベトナム調査団のご報告        

1 ベトナム調査団のご
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セミナー開催報告 

平成28年熊本地震義

援金贈呈のご報告と

お礼 
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浄水設備設置     

ＡＬＦＳ協力依頼 

最低賃金について 

担当職員から 

編集後記 

日 付 場 所 訪 問 先 

９/６

(火）  
1日目 日本→ 

ハノイ 

現地集合 

調査団日程説明・結団式 

９ / ７

（水） 

２日目 ハノイ ＪＥＴＲＯハノイ事務所 

HUNG VUONG自動車整備工場 

HONDA OTO  MY DINH支店 

９ / ８

（木） 

３日目 ハノイ 技能実習生送出し機関 

THANH XUAN専門学校 

CAO DANG NGHE CONG NGHIEP  

       （ハノイ工業職業訓練短期大学） 

９ / ９

（金） 

４日目 ハノイ 終日 ハロン湾クルーズ 

解散 

９ /10

（土） 

５日目 ハノイ 

→日本 

日本到着 

 

   写真：JETROハノイ事務所にて 
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ベトナム調査団報告 

[２日目] 

 HUNG VUONG自動車整備工場 

 

  ハノイ市で自動車整備業を行う、民間企業。 

 従業員数は約20名で、大卒4名、専門学校卒15名。 

 工場長は約10年の経験を持つ。 

 給料は未経験者で2～2.5万円、平均すると5万円 

 程度とのことであった。 

 自動車整備や修理の内訳は、①エンジン、②電気シ 

ステム、③コンピューターシステムとなっており、多 

くは韓国製の自動車を整備している。 

  

 

 

HONDA OTO MY DINH支店 

 

 2008年国内第7番目のホンダ車代理店として開業。  

工場は、整備・修理エリアや塗装エリアがあり必要に 

応じた対応をしている。 

 ホンダ車の整備がメインだが、ホンダ車以外も2割 

程度ある。修理にあたって必要な部品は常に揃える 

ようにしており、修理時間の短縮に努めている。  

 

 

[３日目] 

 THANH XUAN専門学校 

 

  専門学校では20種類の職業能力訓練を行っている。 

 自動車整備コースには57人が在籍。3分の2の訓練生が 

 7～8か月のコース（自動車エンジン、外装シャーシ、 

 電気装置。）を受講しており、10～12か月のコース 

 に10人が在籍している。授業は月曜日から金曜日 

 まで。実技教材のなかにはかなり古いものとみら 

 れるものが使用されていた。 

 

 CAO DANG NGHE CONG NGHIEP 

          （ハノイ工業職業訓練短期大学） 

 

  本校はハノイ人民委員会の配下にあり、オーストラ

リア、日本、韓国及びポーランド等から協力を得てい

る。日本からはJICAの支援を得て、学校のインフラ整

備を行った。 

 自動車学部は95年に開設後、2クラスで年60名程度、 

10年間でおよそ400名の卒業生を送る程度だったが、 

ここ数年で急に受講者が増え、年150～170名、3年間 

で600名、合計で1200名が卒業するまでになっている。 

 写真：HUNG VUONG自動車整備工場 

 写真：HONDA OTO MY DINH 支店 

 写真：THANH XUAN専門学校 

写真：CAO DANG NGHE CONG NGHIEP 



3 

セミナー開催報告                       平成28年熊本地震義援金贈呈のご報告とお礼 

セミナー開催報告 

  

 前号でもお伝えしましたが、I.P.M.ではあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（以下、あいおい）様との

共催で、全国各地で「外国人技能実習制度セミナー」を開催中で、この間も沼津や熊本においてセミナー

を開催いたしました。 

 尚、セミナー資料作成において、技能実習制度の現状についてまとめましたのでこちらでもご紹介させて

いただきます。 

 

 

 近年の傾向として、2011年頃から技能実習生の受入れは増加傾向にあり、2015年時点において、約19

万人が技能実習生として日本に在留しております。また、国籍別にみると、中国が一番多いものの、その

構成比率は年々低下してきており、現在はベトナムの増加が顕著となっております。 

平成28年熊本地震義援金贈呈のご報告とお礼 

 

 平成28年熊本地震で被害にあわれた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

 

当財団では、平成28年熊本地震により被害を受けた方々を支援するため、平成28年5月1日～7月31

日の期間に義援金を募集いたしました。 

 

多くの皆様からご支援を頂戴し、お寄せいただいた義援金は15万円となりました。当財団からの寄付

金20万円と合算し、平成28年8月10日付けで35万円を熊本県に贈呈いたしました。 

このほど、蒲島郁夫熊本県知事か

ら義援金に対するお礼状をいただき

ました。 

 

皆様からのあたたかいご厚情とご

協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 

※この義援金は、税制上地方公共

団体に対する寄附金に該当します

ので、当財団が発行する「義援金預

り証」で所得税法の優遇が受けられ

ます。発行をご希望の方は、当財団

スタッフまでお申し付け下さい。 
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編集後記———————— 

木々が少しづつ秋の色に変わってきております。

数日前まで、冷房を入れていたのに、最近は、朝

晩が冷えることに気づきました。季節の移ろいの

早さに驚くばかりです。インドネシア、ベトナム

といった暖かな地域の方は、日本の気候の変化に

慣れるかしら？風邪などひいてないでしょうか？

空気が乾燥していて、喉を傷めることがありま

す。お互いに注意し合って、皆様が健康に過ごせ

ますように。前 

I.P.M.からのお知らせ 

  平成28年度 最低賃金について 
 

平成28年度の「地域別最低賃金」が発効され

ています。厚生労働省の特設サイトには都道府

県の一覧が掲載されていますので、ご確認くださ

い。 

特 設 サイト http://www.mhlw.go.jp/stf/

seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/

roudoukijun/minimumichiran/ 

 

 担当職員から 
 

現在私は建設就労者の受入企業を担当して

います。建設就労者はかつて自分が実習していた

職場で働くケースがほとんどです。企業と就労者が

お互いに気心が知れているのですから基本的には

問題なく就労が実施されています。 

彼らは3年間日本で生活していたのですから日
本語も達者でスラングや私でも知らない現場用語

を知っています。 

就労者は実習生に比べて年齢層が高く(平均
年齢実習生26才、就労者29才)、奥さんや子供
さんがいる方も全体の4分の1程います。 
彼らの宿舎を訪問すると奥さんや子供さんの写

真や動画を見せてくれたりします。最近はPCや携
帯で気軽にビデオ通話出来るとはいえ１年以上も

実際に会えないのは本当に寂しいことだと思いま

す。 

仕事面では職場や仕事に慣れている反面、慣

れからくる慢心や甘えが出たり、新人の日本人社

員に対し必要以上に高圧的に接して人間関係が

おかしくなるケースもあります。 

最近、私は就労者の方に対して外国人が日本

で上手く働くことをアドバイスするだけではなく入社

4年目の、仕事も慣れてきて家庭も持っている「1
社会人」に対して色々アドバイスしていくように考え

なければいけないと感じています。 

自国でキャリアを伸ばす機会、家族と過ごす時

間を犠牲にしての数年間。彼らが金銭的にもキャ

リア的にも十分なリターンがあるよう私に何が出来

るのか意識していきたいと思います。 

（東京本部 神谷） 

  

海外とのつながり           

ベトナム・ハティン省キ―アイン郡の学校に浄水装置を提供 

洪水の被害や海洋汚染の深刻な影響を受けているベトナム・中

北部ハティン省キ―アイン郡で、9月5日、I.P.M.は、JIFA(日本

国際親善協会)等と協力して浄水装置(写真)を、キフ小中学校へ

寄贈しました。子どもたちや教師約1,500人が安心して安全な水

を飲めるようになったことで、子どもたちや地域の皆さんから

たいへん感謝されました。これまで日本の協力で寄贈した11号

機までの浄水装置の水で育った生徒が1万3千人にも達している

ことから、ハティン省と協力して、日越教育・人材育成セミ

ナー in ハティンを2017年2月に開催し、日本での技能実習を紹

介する予定です。 

 

アジア太平洋女性友好協会チャリティバザー 

26カ国が参加するアジア太平洋女性友好協会（ALFS）チャリ

ティバザーが来年4月19日（水）にANAインターコンチネンタル

ホテルで開催されます。I.P.M.でもJIFAとともに協力致しま

す。各国の珍しい物産品販売や料理を楽しめます。技能実習生

を日本へ送り出しているアジア各国と交流を深めるたいへん良

い機会です。ぜひお誘い合わせのうえ、ご協力、ご参加ください。 


